席慕蓉における詩と原郷：日本語版アンソロジーを中心に by 池上 貞子




第 詩集『七里香』が出版されると、 か月もたたないうちに増刷され、それ以後 2か月に 度
の割合で繰り返され、半年後にはエッセイ集 2冊を出版した。そして翌々年の 983 年に第 2詩集




















The Signiﬁcance of the ancestral home in the Anthology of





































1 　 6 冊の詩集
　詩人としての席慕蓉の骨幹を成すのは、テクストとして文末にあげた 1〜 6の 6冊のオリジナ
ル詩集だ。他の間隔が 2 年から 4 年くらいであるのに対し、第  詩集『時光九篇』（1987）と第	
4 詩集『周縁の光と影』（2002）との間には、12 年の間隔がある。この間は決して空白ではなく、









































































































































































































































































った精神的な部分をも貪欲に吸収しようと試みている。そして 2006 年 10 月にはようやくモンゴ
ル語を勉強し始めた。
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